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2 一 殺人 の 種類 





殺人 は 3 つ に 区 分 され ます : ① 政 意 の 殺人 、 ② 政 意 の 殺人 に 準じ る も の 、 ③ 過 和 失 の 殺人 。 





① 故意 の 殺人 












































@ 改 意 の 殺人 と は : 加害 者 が その 目的 を 持ち つつ 、 殺傷 力 が 十分 で ある と 思わ れる 物 を 用 
いて 、 生 命 を 保証 され て いる 人 間 と 分 か っ て いる 者 を 殺害 する こと で す 。 








人 @ 改 意 の 殺人 の 形 : 





逆 意 の 殺人 に は 以下 の よう な 例 が あり ます : 











1 一 ナイ フ や や 槍 、 拳 銃 な ど 了 肉体 に 損傷 を 及ぼ す 物 を 用 いて 他人 に 傷 を 負わ せ 、 そ れ が 原 因 
で 被害 者 が 命 を 落と すこ と 。 





















































2 一 大 き な 石 や 太い 棒 な どの 重い 物 で も っ て 他人 を 殴打 し た り 、 ま た は 車両 で 衝突 し た り 、 
ある い は 壁 の 下敷 き に し た り し 、 そ れ が 原因 で 被害 者 が 命 を 落と すこ と 。 




















3 一 他人 を 水 の 中 に 笑 き 落と し て 湯 死 さ せ た り 、 火 の 中 に 放り 込ん で 焼死 させ た り 、 あ る 
い は 監禁 し て 飲食 を 禁じ た りな ど 、 そ の 者 が 生き 延び れ な いよ うな 状況 に 陥れ て 殺害 する 
思 結 3 




















4 一 紐 な ど で 他人 の 首 を 絞め た り 、 口 を 塞い だ り し て 殺害 する こと 。 




















5 一 他人 を ライ オン な どの 槍 に 放り 込ん だ り 、 あ る い は 蛇 や 犬 に 噛み 付か せる な ど し 、 そ 
れ が 原因 で 被害 者 が 命 を 落と すこ と 。 
































6 一 被害 者 が 分 か ら な いよ うに 毒 を 飲ま せ 、 殺 害する こと 。 

















7 一 致死 効果 の ある 魔法 や まじ な いな ど を 用 いて 被害 者 を 殺害 する こと 。 
































8 一 他人 ( 
彼 害 者 が タ 
が 判明 する な ど し て 


こ 対し 死 








レブ 





E 亡 し た も の の 、 そ の 証人 ら が 真相 


術 守 の 
科 埋 の 








営 区 





が 明る 





が 義務 付け られ る よう な 人 罪 を 2 人 の 証人 に 偽 誠 
上 を 明か し た り 、 あ る い は 








み に 出 る こと 。 


人 @ 改 意 の 殺人 に 対し て 行わ れる べき こと : 





































































































EE させ て 着せ 、 そ の 結果 
証拠 が 嘘 で や る こと 









































改 意 の 殺人 に は 、 報 復 刑 が 科 さ れ ま す 。 つ まり 加害 者 の 死刑 で す 。 

被害 者 の 遺族 1 は 報復 刑 の 実行 か 血 債 、 あ る い は 赤 免 の いずれ か を 選択 する こと が 可能 
す が 、 示 免 し て や る の が 最善 で す 。 

1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 《 を そし て いずれ も 大 目 に 見 て や る こと が 、 よ りみ タグ 

ET の O で め る し よ (クル デー デーン 2 > 287) 

2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :“・・・ そ し て 身内 を 殺さ れ た 者 に は 
2 つの 選択 肢 が ある : 賠償 を させ る か 、 あ る い は (加害 者 に 報復 し て ) 殺す か ・・・”」( ア 
ルー テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 2) 

3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “サダ カ (施し ) は 財産 を 減ら し は せ ず 、 





ご づ ヴ 





SG グッ 


Me oN ち を ) 席 せ 
、 僕 3 


で ご ヽ 














ば 、 ア デッラ ー が その 者 の 威信 を 高め な いこ 
E し くす る 者 (の 位階 ) を 上 げ て 下さ る の だ 。“"」( ム スリ ム の 伝承 3 





@⑯ 命 の 報復 に 関す る 条件 : 


命 の 報復 に 関す る 条件 は 以下 の 通り で す : 


ー 殺 害さ れ た 者 が 
NE 
復 刑 も 血 債 も 科 さ れ 3 
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生命 権 を 保障 され て いる 者 で ある こと : も し 被害 者 が 戦 2 
ある い は 既婚 者 で 女 淫 














を ま を 犯し た 者 で あっ た り し た 場合 、 

















と は な い 。 


状態 に ある 
加害 者 に は 


相 

















日 し 統治 





E せ ん 。 1 
































者 が 健常 な 理性 を 備え た 成人 





者 に 不服 従 を 働 





F* で 、 履 意 に 殺人 し た こ 





な 異常 を きた し て いる 者 、 過 和 失 に よっ て 殺人 を 犯し た 者 な ど ( 



































きれ れる こと に な り ま す 。 

1 訳者 注 : ここ で 言う 「 遺 族 」 と は 性 
全て の 親族 の こと で す 。 

2 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6880)、 
3 ヒー フ プ ・ ム スリ ム 2988 

4 訳者 注 : イ スラ ー ム 法 に お ける 成人 の 兆候 








別 を 問わ ず 、 被 害 者 の 死亡 時 に 








サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1355) 。 


は 次 の 5 つの 内 の どれ か で す : ① 精 通 、 


2 














いた 罪 と し て 、 裁 量刑 だ 科 さ れ ま す 。 








と : ゆえ に 未成 人 


























文章 は ムスリム の も の 。 














② 陰 毛 の 昌 











E 者 や 精 # 
は 報復 刑 で は な く 、 血 債 を 科 


H 現 、 








的 





その 者 に 対す る 相続 権 を 有 し て いた 


IU 


③ 





3 一 犯行 時 の 加害 者 と 被害 者 の 状態 が 同等 で や る こと : すなわち 宗教 の 一 致 の こと で す 。 
尚 性 別 の 相違 は これ に 該当 せ ず 、 男 性 が 女性 を 故意 に 殺害 し て も 、 あ る い は その 逆 で も 報 
復 刑 は 科 さ れ ま す 。 





























尚 ム スリ ム は 男女 の 別 な く 、 イ スラ ー ム 法治 国家 に お いて は 非 ム スリ ム の 殺害 ゆえ に 報 
復 刑 で 死刑 に な る こと は あり ませ ん 。 そ れ は その 非 ム スリ ム が ズ ア ン ミ ー5 で あろ うと 、 そ 
の イス ラー ム 法 治 国家 と 安全 条約 や や 休戦 条約 な ど を 結ん で いる 非 イ スラ ー ム 国 の 出身 者 で 
あろ うと 、 ま た は イス ラー ム 法 治 国家 に 一 定期 間 滞在 する 許可 を 得 て い る 者 で あろ うと 、 
ある い は その イス ラー ム 法 治 国家 と 戦争 中 の 国 の 出身 者 で あろ うと 、 棄 教 者 で あろ うと 同 
様 な の で す 。 




















































































































アプ ーッ ジュ ハイ ブ テ ァ ( 彼 に アッ テー の ご 満悦 あれ ) は 衣 い まし た :「 私 は 、 ア リー に こ 
う 言 いま し た : “あな た 方 の と ころ に (預言 者 の 言葉 を 記録 し た ) 書 は あり ます か ?” ( ア 
リー は ) 言い まし た : “いや 。 ア デッラ テー の 書 (クル アー ン ) と 、 ム スリ ム が 与え られ た 理解 
だ け だ 。 それ と この 紙片 に 書か れ て いる も の も 。"」( ア ブー・ ジ ュ ハ イフ ァ は ) 言い まし た : 
「 私 は (アリ ー に ) 言い まし た : “それ で は その 紙片 に は 何 が 書い て ある の で すか ?” ( ア 
リー は ) 言い まし た : “ 血 債 と 捕虜 の 解放 (に つい て ) だ 。 そ し て ムスリム は 非 ム スリ ム ゆ 
え に (報復 で ) 殺さ れる こと は な い 。“"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 




































































4 一 要 害 者 が 加害 者 の 子供 で は な いこ と : 父親 及び その 尊属 は 、 男 女 の 別 を 問わ ず そ の 子 
供 及び その 卑 属 ゆ え に 報 復 刑 を 填 さ れる こと は あり ませ ん 。 一 方 子供 が 親 を 殺害 し た 場合 、 
加害 者 の 遺族 が 薇 免 し な い 限り 報復 刑 ド 科 さ れ ま す 。 
























































@ 上 記 の いずれ か の 条件 を 満た し て いな い 場 合 、 報 復 刑 は 科 さ れ ま せん 。 そ し て その 代わ 
り に 重度 の 血 債 7 が 義務 付け られ ます 。 








@ 命 に よる 報復 刑 の 執行 条件 : 


1 一 被害 者 の 遺族 が 健常 な 理性 を 備え た 成人 で ある こと 。 そ し て も し 被害 者 の 遺族 が 年 少 
者 や 不在 者 で あっ た 場合 、 年 少 者 で あれ ば 成人 する まで 、 不 在 者 で あれ ば 彼 が や っ て 来る 
まで 加害 者 は 拘束 され ます 。 そ し て その 時 期 が 来 た ら 、 報 復 の 刑 を 執行 する か 、 血 債 を 支 
払わ せる か 、 あ る い は 表 免 する か 選択 する の で す 。 










































































齢 、④ 月 経 (女子 の み )、⑤ 和 妊娠 (女子 の み )。 尚 ③ の 年 齢 に 関し て は 15 歳 、16 歳 、17 歳 、18 歳 な ど 庄 説 
あり ます が 、15 歳 が 最 有 力 な 説 と され て いる よう で す 。 
5 訳者 注 : ジ ズ ヤ 税 を 支払 い 、 そ の 諸 規 定 を 遵守 する こと を 条件 に 、 イ スラ ー ム 法治 国家 に 居住 する ム ス 
リム 以外 の 記 典 の 民 あ る い は 非 ム スリ ム の こと 。 
6 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (111) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1870)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
7 訳者 注 : 詳 し く は 、 後 述 の 「② 故 意 の 殺人 に 準じ る も の 」 内 の 「 重 度 の 血 債 」 を ご 覧 下さ い 。 

3 











































































































一 方 も し 遺族 の ある 者 が 精神 的 に 正常 で な い 場 合 、 そ の 状態 が 回 復 す る まで 待機 し た り 
は し ませ ん 。 その よう な 場合 、 そ の 者 は 報復 の 刑 の 執行 要求 権 を 有 し な いこ と に な り ま す 。 


















































2 一 被害 者 の 遺族 の 全員 が 報復 刑 の 執行 に 合意 する こと 。 あ る 遺族 の 者 た ちら が 、 他 の 遺族 
の 合意 な し に 報復 刑 の 執行 を 要請 する こと は で きま せん 。 そ し て 遺族 の 内 の 1 人 で も 落 免 
の 意思 を 表明 する な ら ば 、 報 復 刑 の 圭 行 は 取り 消さ れ 、 代 わり に 最上 限 の 血 債 が 義務 付け 
られ ます 。 



















































































3 一 その 報復 刑 の 実行 が 、 加 娠 者 以外 の 者 の 権利 の 侵 犯 に つなが ら な いこ と 。 例 えば 妊娠 
中 の 女性 に 報復 刑 が 科 さ れ た 場合 、 彼 女 の 出産 が 済み 、 授 乳 期 が 終了 し な い 内 は 刑 の 執行 
は 許さ れ ま せん 。 乳母 が 見 つか っ た 場合 は その 限り で は あり ませ ん が 、 そ う で な けれ ば 子 
供 が 離乳 する まで 刑 の 執行 を 猫 予 し な けれ ば な り ま せん 。 






























































@ これ ら の 条件 が 全て 揃っ た ら 、 報復 刑 の 球 行 が 許さ れ ま す 。 そ う で な けれ ば 執行 は 不可 
能 な の で す 。 








@⑯ 未成 年 や 精神 的 に 正常 で な い 者 の 殺人 : 








未成 年 や 精神 的 に 正常 で な い 者 が 殺人 を 犯し た 場合 、 報 復 刑 は 執行 され ませ ん 。 そ の 代 
わり に 彼ら 自身 が 財 罪 を し 、 彼 ら の 相続 人 の 関係 に ある 男性 親族 に 被害 者 の 遺族 へ の 血 債 
の 支払 い が 義務 付け られ ます 。 

また 未成 年 や 精神 的 に 正常 で な い 者 が 誰か に 命じ られ て 殺人 を 犯し た 場合 は 、 そ れ を 命 
じ た 者 の み が 報 復 刑 に 科せ られ ます 。 こ の 場合 命令 され て 殺害 を 実行 し た 彼ら は 、 ち ょ 2 う 
ど 命 じ た 者 の 殺害 道具 の 役割 を 担っ た と 見 な され る か ら で す 。 




















































































































@⑯ 殺害 に 複数 の 者 が 関与 し た 場合 : 





例え ば 片方 が ある 者 を 取り 押さ え 、 も う 片 方 が 故意 に その 者 を 殺害 し た な ら ば 、 和 殺害 し 
た 者 に 関し て は 報復 の 刑 が 科 さ れ ま す 。 

一 方 取り 押さ えて いた 者 は 、 も し 犯行 の 際 に 殺害 者 が 自分 の 取り 押さ えて いる 者 を 殺害 
する と 知っ て いた 場合 に お いて 、 和 殺害 者 と 共に 報復 の 刑 に 娘 さ れ ま す 。 し か し 彼 が その 者 
を 殺害 する こと を 知ら な か っ た 場合 は 報復 刑 は 科 さ れず 、 裁 判官 8 は 懲戒 の 意味 と し て その 
者 を 拘禁 刑 に 処し ます 。 














































































































@ 殺害 を 強制 され た 場合 : 

















E か を 強制 し て 生命 権 を 保証 され て いる 者 を 殺害 し た 場合 、 そ の 両方 に 報復 刑 が 科 さ れ 
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TS 








へ 【o) 





8 訳者 注 : イス ラー ム 法 で 裁く 裁判 官 の こと で す 。 














至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : < 報復 刑 (の 定め ) に こそ 、 あ な た 方 の 生命 (の 安 
全 ) が ある の だ 。 理知 を 備え る 者 た ちよ 、 あ な た 方 は (不当 な 殺害 や 傷害 か ら ) 慎む こと 
で あろ う 。 ぅ (クル アデ アーン 92 : 179) 





@ 。 ジィ ー と グー (無明 時 代 ) の 裁決 : 


多く の 非 ム スリ ム 国 は いわ ゆる その 先進 性 と 犯罪 者 へ の 慈悲 ゆえ に 、 殺 人 の 刑 前 を 拘禁 
刑 と 定め て いま す 。 そし て その 一 方 で は 、 命 を 落と し た 被害 者 へ の 慈しみ を 忘れ て いま す 。 
E た 彼ら を 支え 、 面 倒 を 見 て くれ る 大 事 な 者 を 失っ た 家族 と 子供 た ち へ の 慈悲 を 、 そ し 
罪 者 に よっ て 生命 や 尊厳 や 財産 を 田 か され て いる 人 類 へ の 慈悲 を 忘れ て いま す 。 
し て 悪 が は び こ り 、 殺 人 は 増加 し 、 犯 罪 は 多様 化す る の で す 。 
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至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 一 体 彼ら は 、 ジ バー と グー ナ (無明 時 代 ) の 裁決 
を 望 な むと いう の か ? (アッ ラー を ) 確信 する 者 に と っ て は 、 裁 決 に お いて か れ に 優る も の 
な どい な いと いう の に 。 ぅ (クル アー ン 5 : 50) 
@ 命 に よる 報復 刑 が 科 さ れる 殺人 人 罪 の 立証 : 


命 に よる 報復 刑 は 以下 の 条件 に よっ て 立証 され ます : 


殺人 犯 が 殺害 を 自認 する こ と 。 























2 一 宗教 を 遵守 し 常識 を 備え た 男性 2 人 が 、 犯 行 を 証言 する こと 。 あ る い は 人 の 供 秦 だ 
謙 ナ る 募 謙 (詳細 は 後述 され ます )。 




















⑯ 命 に よる 報復 刑 の 執行 











命 に よる 報復 刑 が 立証 され た ら 、 和 被害 者 側 の 遺族 が その 執行 を イス ラー ム 国 の 統治 者 か 







































































その 代理 人 に 要請 し た 場合 に お いて 、 彼 は それ を 執行 し な けれ ば な り ま せん 。 向 報復 刑 の 
執行 に は 、 イ スラ ー ム 国 の 権威 か その 代理 人 が 立ち 会 う 必 要 が あり ます 。 
また 死刑 は 断 首 刑 の 、 有 な どの 鋭利 な 刃物 を 用 いま す 。 も し 遺族 が 、 加 害 者 が 殺害 








3 の の の の 執行 を 望む 場合 は せ 、 そ う し ます 。 











1 一 シャ ッ ダ ー ド ・ ブ ン ・ ア ウス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は 
アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) か ら 2 つの こと を 教え て も ら っ た 。 
(それ は 彼 の この 言葉 に 含ま れ て いる も の で ある : ) “アッ ラー は 全て に お いて 善行 を お 命 
じ に な られ た 。 それ で 殺生 する 時 に は よき 殺生 を し 、 層 殺 する 時 に も よき 有 層 殺 を する の だ 。 
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物 を 研ぎ 、 犠 牲 (が 感じ る 痛み ) を 和らげ よ 。"」( ム スリ ム の 伝承 9) 











2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る ユダ ヤ 教 徒 の 男 が 奴隷 女性 の 頭 
































部 を 2 つの 石 で 挟ん で 傷 を 負わ せま し た 。 人 々 は 彼女 に 、「 誰 に や られ た の だ ? 何 某 か ? そ 


れ と も 何 革 か? 」 と 誠 ね 








Qr( 
7TT 





し た が 、 件 の ユダ ヤ 教 徒 の 名 が 言及 され る と 、 彼 女 は 領 きま し 











た 。 そ し て その ユダ ヤ 教 徒 は 捕まえ られ て 犯罪 を 認め 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 
と 平安 あれ ) は 彼 の 頭 部 を 2 つの 石 で 挟む こと を 命じ まし た 。 (アル テ ブ ハー リー と ム ス リ 
ム の 伝承 1) 


























@ 視 害 者 の 遺族 : 


の 


彼 害 者 の 遺族 は 報復 刑 の 執行 と 落 免 の いずれ か を 選択 出来 ます : 














被害 者 の 遺族 と は 老若 男女 の 別 を 問わ ず 、 被 害 者 の 相続 人 全員 で す 。 
それ で 彼ら 全員 が 報復 刑 の 執行 で 一 致す る な ら ば それ は 執行 され る 運び と な り 、 加 害 者 
薇 免 で 一 致す る な ら ば 報復 刑 の 執行 は 取り や め に な り ま す 。 そ し て 彼ら の 内 の 誰か 1 人 












































で も 落 免 を 主張 する 者 が いれ ば 、 例 え 残り の 全員 が 報復 刑 の 執行 を 主張 し て いて も 、 刑 の 





執行 は 免除 され ます 。 

















し か し も し 報復 刑 の 執行 を 取り 消 そ うと する 策略 が 増加 し 、 ま た 薇 免 の 余り の 増加 に よ 
























































っ て 平和 が 乱 さ れる 衝 れ が ある よう な 場合 に は 、 共 免 の 権利 を 男性 の 相続 人 の み に 限定 す 
る 措置 を 取る こと も 可能 で す 。 
































@ 改 意 の 殺人 の 血 債 : 


り 














IT 











被害 者 の 遺族 が 加害 者 の 刑 を 血 債 に 減免 する 場合 、 加 害 者 の 財産 か ら 重 度 の 血 債 - つま 
ラク ダ 100 頭 - が 支払 わな けれ ば な り ま せん 。 























預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 信 仰 者 を 故意 に 殺害 し た 
































者 は 、 被 害 者 の 遺族 に 引き 渡さ れる 。 そ し て も し 彼ら が 望む な ら (その 者 を 報復 の 刑 に よ 
っ て ) 死刑 と し 、 あ る い は 望む な ら 血 債 を 支払 わせ て も よい 。( そ し て 血 債 の 額 は ) 3 歳 の 
雌 ラ クダ 30 頭 、4 歳 の 雌 ラ クダ 30 頭 、 妊娠 中 の ラク ダ 40 頭 で や る が 、 示 談 に よっ て 合意 
する の で あれ ば それ も よ か ろ う 。 そし て それ (前 述 の 血 債 の 額 ) は 、 代 償 を 厳し くす る た 
め の も の で ある 。」( ア ッ テ ニテ ィ ル ミズ ィ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 む ) 


















































@ 被害 者 の 遺族 が 故意 の 殺人 ゆえ に 受け 取る 血 債 は 、 殺 人 に よっ て 科 さ れる も の で は な く 、 























あく まで 報復 刑 の 代償 で す 。 そ し て 遺族 は その 人 額 を 示談 に よっ て 合意 し た り 、 ま た は 
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サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (1955)。 
サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2413) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1672)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー Q1387) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2626)。 文章 は ア 





テテ ィ ル ミズ ィ ー の も の 。 
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減 さ すす せ た り 、 あ る い は 完全 に 赦免 する こと も 出来 ます 。 


人 @ 改 意 の 殺人 の 血 債 : 


現在 サウ ジア ラビ ア 王 国 で は 、 政 意 の 殺人 に お ける ムスリム 男 眉 
E す 。 女性 の 場合 は この 半額 で す 。 

被害 者 の 遺族 は これ より も 多額 、 あ る い は 少額 の 血 債 を 請求 する こと が 出 
た 完全 に 赦免 し て や る こと も 出 


ウジ リヤ ル 12 と 定め て い 





















































来 ま す 。 





@ 避 意 の 殺人 に 関す る 様々 な 法規 定 : 


1 一 集団 で 1 人 の 者 を 殺害 し た 場合 、 
が 免除 され た ら 、 
し 未成 年 や 精 


ら か ら 報 復 の 
また も 












































彼ら 全員 に 
足 を 支払 い 3 














1 人 分 の 血 


報復 の 刑 が 科せ られ 3 


E の 血 債 の 額 を 120000 サ 


ご ヽ 








来 ま すし 、 











財 














ます 。 そ し て も し 彼 


的 に 正常 な 状態 に な い 者 な どの よう に 責任 能力 を 問わ れ な い 者 が 


命 じ し ら れ て 殺人 を 犯し た り 、 あ る い は 殺人 の 非 合 法 性 を 知ら ぬ ま ま に 命 じ ら れ て 条 害 を 犯 


し て し まっ た よう な 場合 、 報 復 の 刑 あ る い は 血 債 だ 科 さ れる の は 
但し 命じ し られ て 殺害 し た 者 が 責任 能力 を 問わ れる 状態 に あり 、 
て いた 場合 、 刑 入 を 問わ れる の は それ を 合 じ た 者 で は な く 








メル 




















2ー ク 人 の 


が 











棚 震 











で 共 諾 し た も の の 、 そ の 内 の 片方 が も し 単独 


メル 紀 テ 
稼 吉 


ズ 有 モビ 


稼 召 





し た 上 張 本 


























を 命 


1 で その 被害 者 を 殺害 


H 守 の み で す 。 




















か つ 殺 人 の 非 合 法 性 を 心得 











5g 





し て 


いた ら 報 復 刑 が 科 さ れ な いよ うな 者 - 例え ば 被害 者 の 父親 や 、 あ る い は 非 ムスリム の 被害 


者 に 対す る ムスリム の 加害 者 な ど - で あっ た 場合 、 報 復 刑 は その 者 を 除く も う 片 方 の 者 
だ け 科 され ます 。 そ し て 報復 刑 が 適用 され な いそ の 者 に 関し て は 、 裁 半 
罰 が 科 さ れる こと に な り ま す 。 


















































] 官 の 裁量 に よる 刑 





白 


沿 も し 刑罰 が 報復 刑 か ら 血 債 に 減免 され た ら 、 本 来 報復 刑 が 科 さ れ な い 者 で は な いも う 


一 方 の 者 に 、 故 意 の 殺人 の 直 








3 一 
者 の 相続 権 














分 が 相 











続 人 の 関係 に ある 者 を 殺害 し た 
は 喪失 し ます 。 





続 的 堆 願 の こと で す 。 


Il 債 額 の 半分 が 科せ られ ます 。 














殺人 の 告発 に 関す る 奪 願 に 関す る 法規 定 : 


場合 、 そ れ が 履 意 で あっ た 場合 に お いて 加害 














殺人 の 告発 に 関す る 故 願 と は : 生命 権 を 保障 され て いる 者 の 殺害 を 告発 





され た 際 の 、 連 





犯人 不明 の 殺人 事件 に お いて 誰か が その 犯行 を 告発 され 、 そ の 者 に 何 の ア リバ イ も な く 、 


し か も それ を 告発 し た 者 の 正当 司 











E を 裏付け る だ け の 証拠 








る 碑 願 は 合法 と な り ま す 。 
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用 注 : 


当 











本 

















に し て 約 846 万 





(2008 年 8 月 現在 )。 








が 揃っ た 場合 、 





殺人 の 告発 に 関す 


@ 殺人 の 告発 に 関す る 奪 願 の 条件 : 





以下 の よう な 要因 が 認め られ た ら 、 殺 人 の 告発 に 関す る 碑 願 を 行う 下地 は 出来 た こと 
な り ま す : 








① 被疑 者 の 被害 者 に 対す る 敵意 。 
② 被疑 者 が 既に 他 の 殺人 犯 と し て 知ら れ て いる こと 。 
③ 被疑 者 の 被害 者 と の 仲違い や その 者 に 対す る 誹謗 な ど 、 明 確 な 原因 。 





そし て 被害 者 の 遺族 は 、 そ の 告発 に お いて 皆 一 致し て いる 必要 が あり ます 。 











@ 殺人 の 告発 に 関す る 奪 願 の 形 : 





条件 が 揃っ た ら 、 告 発 者 か ら 開始 し て 50 人 の 男性 が 「 何 基 が 何 某 の 殺人 犯 で す 」 と 各々 

宮 奪 - つま り 計 50 回 の 宣 奪 - を し ます 。 こ れ で 被疑 者 に 報復 の 刑 が 科 さ れる こと に な り ま 
す が 、 も し 宣誓 が され な か っ た り 、 あ る い は 50 回 の 完遂 を 見 な か っ た り し た 場合 、 告 発し 
た 側 の 了承 の 上 で 被疑 者 が (自分 が 無実 で ちあ る と いう ) 50 回 の 宣誓 を すれ ば 、 そ の 者 の 和 無 
実 が 認め られ ます 。 
























































































































































も し 被害 者 の 遺族 が 宣誓 を せ ず 、 ま た 被疑 者 が 宣 碑 を する こと に も 耳 承 し な か っ た 場合 、 
統治 者 3 が イス ラー ム 国 家 の 国 庫 か ら 被 害 者 の 血 債 を 拠出 し ます 。 そ れ は 、 法 で 保障 され た 
生命 が 無駄 に 礁 われ て し まう こと に な ら な いよ うに する た めで す 。 









































@⑯ 改 意 に 自殺 し た 者 に 関す る 法規 定 : 




















【U 





人 は いか な る 手段 に よっ て も 、 自 殺し て は な り ま 
は 、 地 獄 に 永遠 に 留まる こと で す 。 





せん 。 自ら の 選択 で 自殺 する 者 の 懲罰 
























































アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 山 3 り て 自殺 し た 者 1 は 、 地 獄 の 業火 の 中 で 永 
遠 に 飛び 降り 続け る 。 ま た 毒 を 服用 し て 自殺 し た 者 は 地獄 の 業火 の 中 で その 毒 を 手 に し 、 

速 に それ を 服用 し 続け る 。 そ し て 鉄片 で 自殺 し た 者 は 地獄 の 業火 の 中 で その 鉄片 を 手 に 
し 、 永 遠 に それ で 腹部 を 刺し 続け る 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 1) 






















































































@ 改 意 に 殺人 を 犯し た 者 の 悔 悟 に 関し て : 





18 訳者 注 : イス ラー 0 と で す 。 そ の よう な 機関 が 存在 し な い 非 ム スリ ム 国 や 地域 に 

居住 する ムスリム は 、 そ こ に お ける イス ラー ム 的 権威 で ある 学者 や イマ ー ム な ど に 依拠 する こと に な り ま 

ボボ 。 

1 が ビー アバ アル ニー マハー リー (5778)9、 ザ ビー ブス りみ (09)。。 天才 は ほ ア デル ラプ バ ハー リー の の 。 
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履 意 に 殺人 を 犯し た 者 で も 悔 悟 す れ ば 、 ア ッ ラ ー は それ を 受け て 入れ て 下さ る で し ょ う 。 
し か し アッ ラー の お 赦し が 報復 刑 の 執行 を 禁じ る と いう こと で は あり ませ ん 。 と いう の も 
殺人 は 人 間 間 の 権利 の 侵害 で ある か ら で す 。 政 意 の 殺人 に は 、3 つの 権利 が 関連 し て いま す : 
つま り ゆ アッ ラー の 権利 と 、② 被 害 者 の 権利 と 、③ そ の 遺族 の 権利 で す 。 









































ゆえ に 殺人 犯 が 自ら の 行い を 反省 し 、 ア ッ ラ ー を 長 れ つつ 真 の 悔 悟 を も っ て 自分 の 身 を 
被害 者 の 遺族 の 元 に 引き 渡し た 場合 、 そ の 悔 悟 に よっ て アッ ラー に 対す る 権利 は 果たさ れ 
る で し ょ う 。 そ し て 遺族 が 刑 を 執行 する か 、 加 害 者 と 示談 する か 、 あ る い は 赦免 する か す 
れ ば 、 遺 族 に 対す る 権利 も 果たし た こと に な り ま す 。 そ し て 残る は 被害 者 に 対す る 権利 の 
み と な る の で す 。 













































































また 他人 の 権利 に 対す る 侵害 に 関し 、 直 接 本 人 に 許し を 求め る の は 正しい 悔 悟 の 1 条件 
で す が 、 殺 人 に 関し て は それ は この 世 で は 不可 能 で す 。 ゆ え に こ の 点 に 関し て は 、 祭 高 な 
る アッ ラー の ご 意志 に 委ね られ る こと と な り ま す 。 そ し て その ご 慈悲 は 、 こ の 上 な く 広 大 
室 O' で すす, 


























② 導 意 の 殺人 に 準じ る も の 





@ 改 意 の 殺人 !( 
は 殴打 な ど 通 常 
EIAJIo Io 

も の で 、 こ れ は 


rt 
層 
ご 


る も の と は : 生命 を 保証 され て いる 人 間 に 対 し 、 鞭 や 細い 棒 、 あ る い 
害 に は 至ら な い 物 に よる 力 の 行使 を 意図 し 、 そ れ に よっ て 被害 者 が 名 
で す 。 つ まり 陵 打 を 意図 し た も の の 、 殺 害 は 意図 し て いな か っ た 類 の 
意 の 殺人 に 準じ し る も の と 見 な され 、 報 復 刑 は 科 さ れ ま せん 。 


























LU 










































































人 @ 改 意 の 殺人 に 準じ る も の の 法 的 見 解 : 











改 意 の 殺人 に 準じ る も の は 、 生 命 を 保証 され た 人 間 の 権利 を 侵害 する も の ゆえ 非 合 法 で 
す 。 




















人 @ 麗 意 の 殺人 に 準じ る も の に よっ て 科 さ れる も の : 





履 意 の 殺人 に 準じ る も の 及び 過失 に よる 殺人 に は 、 血 債 と と も に 順 罪 も 科せ られ ます 。 
一 方 故意 の 殺人 に は 購 罪 は 科 さ れ ま せん が 、 そ れ は その 罪 の ひど さと 醒 悪 さゆ え に 購 罪 で 
は 罪滅ぼし を する こと が 不可 能 だ か ら で す 。 





⑯ 履 意 の 殺人 に 準じ し る も の に は 、 以 下 に 示す 重度 の 血 債 と 購 罪 が 科 さ れ ま す : 


1 一 重度 の 血 債 : 100 頭 の ラク ダ で す 。 内 40 頭 は 妊娠 中 で な けれ ば な り ま せん 。 預言 者 
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( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「・・・ 鞭 や 棒 な ど (に よる 殴打 な 
ど で 起 きた ) 故意 の 殺人 に 準じ る 過失 の 血 債 は 、 ラ クダ 100 頭 で あ る : そし て 内 40 頭 は 妊 
娠 中 の 上 肉 ラ クダ と し な けれ ば な ら な い 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 5) 

























































































前 述 通 りこ の 血 債 、 あ る い は それ と 同 価値 の 物 を 負担 する の は 、 加 害 者 の 男系 親族 相続 
人 で す 。 尚 その 支払 い 期 間 は 3 年 以内 で す 。 








2 一 財 罪 : ムスリム の 奴隷 を 1 人 解放 する こと で す 。 も し 奴隷 が いな か っ た ら 連 続 2 ヶ月 
の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 ) を し ます 。 





@⑯ 殺人 の 法規 定 間 の 相違 の 理由 : 

















逆 意 の 殺人 に 準じ る も の に 報復 刑 が 科 さ れ な い の は 、 加 害 者 が 殺害 を 意図 し て は いな か 
っ た た めで す 。 そ の 代わ り に 科 さ れる 血 債 は 失わ れ た 生命 の 保証 の 意味 を 有 し 、 そ れ が 
度 の も の と し て 科 さ れる の は 、 加 害 者 に 被害 者 に 対す る 権利 の 侵犯 が 存在 し て いた た めで 
す 。 そ し て 血 債 を 加害 者 の 男系 親族 相続 人 が 負担 する の は 、 彼 ら が その 者 に と っ て の 親族 
で 援助 者 で ある か ら で す 。 ま た 加害 者 自身 に 購 罪 - 奴隷 の 解放 に せよ サウ ム (断食 ) に せ 
よ - が 科 さ れる の は 、 彼 自身 の 罪滅ぼし の た め な の で す 。 




































































@⑯ 和牛 害 者 の 遺族 は 血 債 の 支払 い を 免除 し て や る こと が 推奨 され ます 。 一 方 時 罪 が 加害 者 か 
ら 免 除 さ れる こと は あり ませ ん 。 



































@ 死体 解剖 に 関し て : 


履 人 の 権利 と 他人 の 権利 の 侵害 と いう 病 か ら 集団 を 保護 する こと を 目的 と し て 、 犯 罪 や 
事件 に お ける 死亡 原因 の 解明 な どの 必要 性 ゆえ に 死体 解剖 する こと は 許さ れ て いま す 。 
また 病気 の 解明 や 医学 的 目的 と いっ た 必要 性 ゆえ に 死体 解剖 する こと も 、 許 され ます 。 




































































信 暗殺 に 関し て : 


暗殺 と は : 策略 や 女 計 な ど を 用 いて 被害 者 を 故意 に 、 革 行 殺害 する こと で す 。 例 と し て 
は 、 犯 行 が 明る み に 出 な いよ うに 誰か を 騙し て 人 目 の つ か な い 場 所 へ 連れ て 行っ て 殺害 し 
た り 、 あ る い は お 金 を 強奪 し た 上 で 殺害 し た りす る こと で す 。 

この よう な 殺人 は 暗殺 で あり 、 大 罪 で す 。 殺 人 犯 は ムスリム で あろ うと 非 ム スリ ム で あ 
ろう と 、 報 復 刑 で は な く 固 定 刑 に よる 死刑 を 科 さ れ ま す 。 ま た いか な る 者 も その よう な 凶 
悪 苑 の 刑 の 攻 免 を 許す こと は 出来 ず 、 遺 族 に も また 落 免 する 選択 権 が 与え られ ませ ん 。 







































































15 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4547) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2628)。 イ ル ワ ー ツ ウ ・ 
アル テテ ガリー ル (2197) 参照 。 文章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 
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@ 暴漢 の 手 を 逃れ 、 そ の 際 に 正当 防衛 に よっ て その 者 の 命 を 奪っ て し まっ た り 、 あ る い は 
その 身体 に 損傷 を 与え て し まっ た よう な 場合 、 血 債 は 科 さ れ ま せん 。 




















③ 過失 の 殺人 





@ 過失 の 殺人 と は : 意図 せ ず に 、 生 命 を 保証 され て いる 人 間 を 殺害 し て し まう こと で す 。 
例え ば 狩猟 や 投 抑 な どの 際 に 、 誤 っ て 人 を 殺傷 し て し まう こと な ど が 挙げ られ ます 。 尚 、 
未成 年 や 精神 的 に 正常 で は な い 者 の 殺人 、 死 亡 事故 の 原因 を 作っ た こと に よる 殺人 も こ 
こ に 含ま れ ま す 。 


















































人 @ 過失 の 殺人 の 区 分 : 


過失 の 殺人 は 2 種類 に 分 けら れ ま す : 


1 一 加害 者 に は 財 罪 が 科せ られ 、 そ の 男系 親族 相続 人 に は 血 債 が 科せ られ る 類 の も の : こ 
れ は 非 戦 闘 状態 に お いて 誤っ て ムスリム を 殺害 し て し まっ た り 、 あ る い は 被害 者 が 安全 協 
定 を 結ん で いる 国 出身 の 非 ム スリ ム で ある よう な 場合 で す 。 こ の よう な 場合 加害 者 の 男系 
親族 相続 人 に は 軽度 の 血 債 が 科せ られ 、 加 害 者 自身 に は 財 罪 が 科 さ れ ま す 。 そ の 詳細 は 以 
下 の 通り で す : 













































































① 軽度 の 血 債 と は : ラク ダ 100 頭 で す 。 ア ムル ・ ブ ン ・ ア ル = テ アー ス ( 彼 に アッ ラー 
の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 
あれ ) は 、 過 和 失 で 殺人 を 犯し た 者 に 1 歳 の 雌 ラ クダ 30 頭 、2 歳 の 雌 テ ラク ダ 30 頭 、 
3 歳 の 雌 テ ラク ダ 30 歳 、1 歳 の 雄 ラ クダ 10 頭 か ら な る 100 頭 の ラク ダ を 代償 と し て 
定め た 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 16) 














加害 者 の 男性 親族 相続 人 に は 、 血 債 か ある い は その 時 代 に 応じ た 血 債 と 相応 の 額 
が 科 さ れ ま す 。 現在 サウ ジア ラビ ア 王 国 で は 、 過 和 失 の 殺人 に お ける ムスリム 男性 の 
血 債 の 額 を 100000 サウ ジリ ヤル と 定め て いま す 。 女 性 の 場合 は この 半額 で す 。 そ 
し て 血 債 の 支払 い 期 間 は 3 年 以内 と な り ま す 。 

















































































































② 財 罪 と は : ムスリム の 奴隷 解放 の こと で 、 そ れ が 叶わ な けれ ば 連続 2 ヶ月 間 の サウ 
ム (いわ ゆる 断食 ) を 行い ます 。 尚 購 罪 は 加害 者 本 人 に 科せ られ ます が 、 そ れ は 彼 























16 良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4541) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2630)。 文章 は アブ 
ー。 ダ ー ウ ー ド の も の 。 
17 訳者 注 : 日 本 円 に し て 約 293 万 円 (2008 年 8 月 現在 )。 
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の 罪滅ぼし の た め な の で す 。 





彼 害 者 の 遺族 は 、 加 害 者 か ら 血 債 を 免じ し て や る こと が 推奨 され て いま す 。 そ うす 
る こと で 、 僅 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー か ら の 報奨 が ある で し ょ う 。 尚 血 債 は 赤 免 さ 
れる こと が あり 得 ま す が 、 央 罪 が 加害 者 か ら 免 除 さ れる こと は あり ませ ん 。 

































































2 一 購 罪 の み が 科 され る 類 の も の : 交戦 状態 に ある 非 ム スリ ム の 中 に いた ムスリム を 、 敵 
と 思っ て 殺し て し まう よう な 場合 の こと で す 。 こ の よう な 場合 血 債 は な く 、 加 害 者 に 央 罪 
- ムスリム の 奴隷 解放 で 、 そ れ が 叶わ な けれ ば 連続 2 ヶ月 間 の サウ ム (いわ ゆる 断食 ) - 
の み が 科 され ます 。 





















































至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 《 信 仰 者 が 信仰 者 を 殺害 する こと な ど 、 あ っ て は な 
ら な い 。 但 し 過失 の 場合 は 別 で 、 誤 っ て 信仰 者 を 1 人 殺し て し まっ た 者 は 被害 者 の 遺族 が 
落 免 し な い 限 り 、 信 仰 者 の 奴隷 を 1 人 解放 し 、 そ し て (その 男系 親族 相続 人 が ) その 遺族 
に 血 債 を 支払 わな けれ ば な ら な い 。 ま た (誤っ て 殺害 し た 者 が ) あな た 方 の 敵 で ある 民 の 
中 に いた 信仰 者 で あっ た ら 、 信 仰 者 の 奴隷 を 1 人 解放 する 。 そし て (誤っ て 殺害 し た 者 が ) 
あな た 方 と の 間 に 協 定 を 結ん で いる 民 で あれ ば 、( そ の 男系 親族 相続 人 が ) その 遺族 に 血 債 
を 支払 い 、 か つ 信 仰 者 の 奴隷 を 1 人 解放 する 。 そ し て も し 信仰 者 の 奴隷 が いな けれ ば 、 ア 
ッ ラ ー へ の 悔 惜 と し て 連続 2 ヶ月 の サウ ム ( 斎 戒 、 い わ ゆ る 断食 を 行う )。 アッラー は 全て 
を ご 存 知 に な り 、 こ の 上 な く 英 明 な る お 方 で ある 。 ぅ 》 (クル アー ン 5 : 92) 





⑯ 政 人 に 課さ ミ れ た サウ ム (いわ ゆる 断食 ) の 遂行 に 関し て : 

















ラマ ダー ン 月 18 の サウ ム や 財 罪 と し て の 連続 2? ヶ月 の サウ ム 、 あ る い は 碑 願 の サウ ム な ど 
の 義務 を 果たす 前 に 他界 し て し まっ た 場合 、2 つの ケー ス が 考え られ ます : 









































1 一 故人 が サウ ム の 遂行 能力 を 備 と て いた に も 関わら ず 、 そ れ を 行わ な か っ た 場合 : この 
場合 は 、 そ の 遺族 (相続 人 ) が その 義務 を 遂行 し ます 。 複数 の 者 が いる 場合 は サウ ム を 分 
割 し て - 例え ば 1 日 目 は 何 某 、2 は 何 基 、 と いっ た 風 に - 、 連 続 で 行う よう に し ます 

























































































O 




















2 一 逆 人 が そもそも 病気 な どの 理由 で 、 サ ウム を 遂行 する 能力 を 備え そえ て いな か っ た 場合 : 
この 場合 は サウ ム の 義務 を 果たす こと も 、 食 べ 物 を 施す 義務 も あり ませ ん 。 





















































アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「 サ ウム の 義務 を 遂行 し な いま ま 他 界 し た 者 に 関し 
て は 、 そ の 遺族 が その 者 の サウ ム (の 義務 を 遂行 ) を する の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ふ ム 
スリ ム の 伝承 1) 


















































18 訳者 注 : ヒジ ュ ラ 暦 9 月 の こと 。 い わ ゆ る 断食 月 。 
19 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ サリー (1952) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1147)。 
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@ 男系 親族 相続 人 : 

















改 意 の 殺人 に 準じ る も の 、 あ る い は 過失 の 殺人 の 場合 、 血 債 は 加害 者 の 男系 親族 相続 人 
に 、 そ し て 幅 罪 は 加害 者 自身 に 科 さ れ ま す 。 男系 親族 相続 人 と は 縁戚 関係 の 近 縁 や 在 不在 
を 間 わ ず 、 和 被害 者 の 男性 相続 人 全員 で す 。 被害 者 に より 近親 の 者 が より 多く 支払 う よ う に 




















































































































合 、 そ れ は 加害 者 の 男系 親族 相続 人 に は 科 さ れ ま せん 。 











人 @ 血 債 に お いて 加害 者 の 男系 親族 相続 人 が 負担 し な いも の : 



























































し 、 被 害 者 の 卑 属 や 夫 は 含ま れ ま せん 。 ま た 血 債 が 全額 の 3 分 の 1 より 少な い 額 で ある 場 


加害 者 の 男系 親族 相続 人 は 以下 の 血 債 を 負担 する 義務 が あり ませ ん : 








1 一 故意 の 殺人 に お ける 加害 者 に 科せ られ た 血 債 。 





























2 一 奴隷 の 血 債 。 























3 一 歯 の 血 債 な ど 、 全 額 の 8 分 の 1 に 達し な い 額 の 血 債 。 















































4 一 和解 に よる も の : 殺人 の 罪 を 告発 され 、 そ れ を 否 定 し た も の の 、 
させ た 場合 20、 そ の 和解 金 は 男系 親族 相続 人 ( 




















の 支払 い に よ る 形 で 決 






































5 一 自認 : 改 意 の 殺人 の 準じ し る も の 、 あ る い は 過失 の 殺人 に つい て 上 








の 場合 、 血 債 は 加害 者 本 人 に 科 さ れ ま す 。 

































































その 争い 自体 を 財産 











こ は 科 され ませ ん 。 














認 す る こと で す 。 こ 








尚 男系 親族 相続 人 で も 、 未 成年 や 精神 状態 に 異常 が ある 者 な どの 責任 能力 を 問わ れ な い 


よう な 者 や 貧困 者 、 加 害 者 と 宗教 を 異 に する 者 に は 血 債 は 科 さ れ ま せん 。 
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人 
世 
語 ? 
[ 
石山 





生 : 詳 し く は 「 ム アー マラ ー ト 」 の 章 の 「⑨ 調 停 」 を 参照 の こと 。 
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